
住
民
税
の
増
税
、
国

保
税
や
介
護
保
険
料
の

負
担
増
、
不
安
定
雇
用
と
低

賃
金
労
働
で
、
町
民
か
ら
生

活
苦
を
訴
え
る
声
が
多
く
聞

か
れ
る
。
町
民
の
貧
困
と
格

差
問
題
へ
の
認
識
は
。
町
独

自
の
施
策
で
こ
れ
ら
の
住
民

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
貧
困

と
格
差
の
是
正
を
求
め
る
。

町
内
の
貧
困
と
格
差
は
具

体
的
に
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
対
応
と
し
て
は
、
東
レ
、

フ
ジ
他
企
業
に
優
先
的
に
地

元
住
民
の
雇
用
を
要
請
し
、

雇
用
の
確
保
、
生
活
基
盤
の

確
立
を
促
進
し
ま
す
。
国
の

税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
減

額
、
そ
の
分
地
方
税
増
税
と

な
り
ま
す
。
ま
た
国
保
税
や

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

低
所
得
者
に
対
し
て
、
国
又

町
独
自
の
減
免
措
置
の
配
慮

を
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
医

療
費
負
担
の
心
配
が
な
く
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
医
療
費
無
料
化
を
当

面
就
学
前
ま
で
拡
大
す
る
よ

う
求
め
る
。

３
歳
以
上
、
就
学
前
の
医

療
費
無
料
の
場
合
、
全
額
一

般
財
源
で
実
施
と
な
り
、
現

町
財
政
を
分
析
し
、
行
革
後

の
展
望
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

計
画
さ
れ
て
い
る
「
町
道
・

筒
井
西
古
泉
線
」
は
、
フ
ジ

の
立
地
に
よ
る
交
通
混
雑
の

解
消
と
浸
水
対
策
で
必
要
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
定

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
事

業
者
の
責
任
と
負
担
で
進
め

る
よ
う
求
め
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
で
あ

る
松
前
公
園
へ
の
道
路
が
狭

い
た
め
、
フ
ジ
の
立
地
と
筒

井
徳
丸
線
建
設
と
合
わ
せ
て

事
業
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
ル
ー
ト
決
定
の
段
階

で
負
担
等
の
検
討
を
し
ま
す
。

フ
ジ
敷
地
内
の
雨
水
対
策

は
、
敷
地
内
に
調
整
池
を
設

置
し
、
２
２

５
０
０
ト
ン

を
貯
留
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
貯
留
量
で
安
心
・
安
全

の
保
証
と
な
る
の
か
。

以
前
の
農
地
の
保
水
能
力

と
同
等
以
上
の
雨
水
調
整
機

能
を
有
し
、
ま
た
水
路
の
流

下
能
力
、
海
の
潮
位
、
堪
水

防
除
施
設
の
ポ
ン
プ
能
力
を

計
算
し
た
結
果
で
あ
り
、
一

定
、
安
心
で
き
ま
す
。

フ
ジ
の
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。
事
業
の
説
明
と
住
民
か

ら
の
要
望
や
意
見
交
換
の
場

と
す
る
住
民
説
明
会
の
開
催

を
求
め
る
。

早
期
に
、
内
容
を
周
知
さ

せ
る
説
明
会
の
開
催
を
要
請

し
、
住
民
の
要
望
や
意
見
を

お
伺
い
し
ま
す
。

いっぱん質問

貧困と格差への対応を

優先的な雇用を企業へ要請

Ｑ

Ａ

白
石
町
長

町
財
政
の
展
望
の
中

で
検
討

白
石
町
長

子
ど
も
の
医
療
費
を

就
学
前
ま
で
無
料
に

フ
ジ
の
責
任
と
負
担

で具
体
的
ル
ー
ト
決
定

後
考
慮

栗
田
副
町
長

調
整
池
は
安
心
・
安

全
か

一
定
、
安
心
で
き
る

も
の
と
考
え
る

栗
田
副
町
長

住
民
説
明
会
の
開
催

を早
期
の
開
催
を
要
請

栗
田
副
町
長

植田喜晴議員

問

問

問

答

質問者

答

答

問

答

問

答

，

���


